
 

 

 

 

 

 

 

 学期末が近づく中で林小学校では地域とつながった取組で、地域のみなさんが学校に足を運ば

れ大賑わいです。 

【ミシンサポーターさん大活躍】 

 ６年生の家庭科の授業ではミシンサポーターさんが子どもたちをサポートし

ながら、あたたかく見守っておられました。今回で今年６回目のサポートで

す。経験豊富な地域のみなさんのサポートは安全面だけでなく、子どもたちを

あたたかく包みこんでくれる雰囲気が子どもたちにとって何より安心できるサ

ポートだと感じました。また、ミシンサポーターさんにとって、子どもたちの

使うミシンが古く、使いにくいと感じられたようす。子どもと一緒に活動する

中で感じたことを聞かせていただけるのもありがたいですね。 

【お絵かき大会】 

 １１月末から林小学校では外壁工事のため足場が組まれ、

シートがかけられています。味気ないシートではさみしいの

で、シートに楽しい絵を描く企画がでてきました。早速まち

づくり協議会さんが LINEで“お絵かき大会”の情報を地域

に流されるなど、チームワークとフットワークの良さを感じ

ます。１２月１８日は第１弾でしたが、情報をキャッチされ

た地域の方が小さなお子さん連れで三々五々足を運んでこ

られました。真っ白なシートに思い思いの絵を描かれてい

ました。どんなシートが

できあがるのか楽しみです。まちづくり協議会の広報さんも取

材にこられており、その様子がすぐに LINEで発信されていたの

で、２５・２６日にも“お絵かき大会”が開催されますが、白

いシートが楽しい絵でいっぱいになるのではと思います。 

【明石のりノリ☆発表会】 

１２月２０日には、地域の方、保護者の方、そして１年生も招いて３年生が地域の産業であるノ

リの養殖について発表する「明石のりノリ☆発表会」が開催されました。お世話になった漁師さ

んはノリの養殖のシーズンインとなり忙しい中でも足を運んでいただけたのは、子どもたちにと

っても大きな励みになったのではと思います。 

前回、子どもたちの一生懸命の資料づくりを見られた漁師さんが「明日からの仕事がんばろう

と思った」と子どもたちに言われたそうです。 
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また、発表会当日には子どもたちに本シーズンの一番のりを味わってほ

しいとできたての一番のりを持ってこられました。子どもたちは学習の

中で、こうした宝物が身体の中にたまっています。３年生の子どもたち

にとって、地域を歩き、見たり、聞いたりしたこと、そしてインターネ

ットなどで調べたことをまとめ、プレゼンするのは初めての経験です。

宝物がいっぱいたまっているから、「発表って楽しい」「総合はおもし

ろい」「漁師さんたちに聴いてもらえてうれしい」と発表を終えるとす

ぐに、担任の先生に報告にきたのだと思います。また、家がノリの養殖

をしている子どもがこの学習を通して学習への姿勢が変

わったといったことを耳にしました。その子にとって

この活動自体が宝物だったのだと思います。こうした

一連の活動から、“林の子は林の地域が育てる”と改

めて実感しました。こうした地域とのつながりの中

で、学校・地域・保護者が一体となって子どもを育

て、人が育つ地域を創っていくのだと思います。それがコミュニティ・スクール

なんですね。 

 今年、コミュニティ・スクールの担当となり今回「全国コミュニティ・スクール研究大会」に

一緒に参加してきた学校教育課畑指導主事から大会に参加しての感想が届きましたので紹介させ

ていただきます。 

 畑指導主事は今年度、コミュニティ・スクールの担当となり、 “トライやる・ウィーク”・

“キャリア教育”・“進路指導”等、これまで担当してきた事業とコミュニティ・スクールがつ

ながってきています。今回の大会に参加して、改めてそうしたつながりを実感されたと思いま

す。学校の外では子どもに関わるいろいろな事業が動いています。目指すゴールも同じなのに、

縦割りの仕組で動いているために、つながっていけないのが現状です。 

そんなネットワーク的なつながりの必要性を感じ始めている人は多いのではと思います。 

（文責：北本） 

 全国コミュニティ・スクール研究大会 

 全国コミュニティ・スクール研究大会には、多くの関係者が参加し、コミュニティ・スクー

ルに寄せる関心の高さを改めて感じると同時に、明石市のコミュニティ・スクールの現状や未

来について考える機会になりました。全国各地の実践発表を聞き、「コミュニティ・スクール

のしくみを活用することで、子どもを育てていきたい」という強い思いが伝わってきました。

その方法は、地域によって様々ですが、共通していることは、どの実践も「子どもを中心に据

えた取組」であったことです。子どもの未来を見据えているからこそ、地域の大人（教職員・

地域の方・保護者等）が本気になり、実践されているのだと感じました。 

明石市でも、多くの学校区で地域の良さを生かしてコミュニティ・スクールを活用したり、

課題を解決するためにコミュニティ・スクールのしくみを活用する取組が実践されています。

教育委員会事務局として、実践内容を数多く視察し、現状を把握するとともに、「明石市のコ

ミュニティ・スクールのしくみ」を市内外に発信していくことができれば、明石市のコミュニ

ティ・スクールがさらに発展していくと感じました。           （畑 智徳） 


